
　那覇市長　宛

令和 年 9 月 18 日

中間報告書
令和　8年　6月　11日付け、那覇市指令市ま第　1146号で交付決定の通知を受けた当該事業につ

いて、現時点での進捗を下記のとおり報告します。また、市ホームページへの掲載を承認し、中間

報告会で他団体とも内容を共有します。

1.事業名 ゆいまーる事業

2.実施内容

（何をいつ実施したか(事務局会議は除く)、対象者や実施場所など）

毎週一回、牧志公園で困窮者の方々への食料支援を行った。

■対象：男性向け

2026年7月2日（木）午前10:00〜10:30　　　2026年8月13日（木）午前10:00〜10:30

2026年7月16日（木）午前10:00〜10:30　　2026年8月27日（木）午前10:00〜10:30

2026年9月10日（木）午前10:00〜10:30

■対象：女性向け

2026年7月7日（火）午前9:30〜10:30　　2026年8月4日（火）午前9:30〜10:30

2026年7月21日（火）午前9:30〜10:30　　2026年8月18日（火）午前9:30〜10:30

2026年9月1日（火）午前9:30〜10:30

※各回70名〜120名の参加がありました。

8

団体名 　　一般社団法人ゆいまーるの会

代表者　　大山盛嗣

担当者　　大山盛嗣

「なは市民活動支援事業」

【良かった点】

3.事業を一言で

表現すると

(例：生活困窮世帯に食糧を配布することで、対象者が安定して食事が取れるように支援する。)

　　生活困窮者に食料支援を定期的に実施することで

　　生活のお役に立つとともに、同じ境遇の人達との会話をする事で元気になるようにする。

【改善点・今後につなげる点】

4.これまでの活動の

振返り

　困窮者への継続的な支援によって、お困りごとの

相談を多く受ける事ができた。住まいの問題や、家

族に頼れない事情のある方、人と接する事も少ない

孤独を抱えている方々が多い。行政や、社協とお繋

ぎする事ができた事例もいくつかあった。

　ボランティアさんの確保に苦心している。また、

寄付金を集める仕組み作りができていないので、今

後は取り組んでいくようにしたい。
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5.今後の活動予定

（事業期間内又はすでに終

了した団体については次の

予定）

（何をいつ実施するか、対象者や実施場所、など）

●　牧志公園での月4回の食料支援の継続

●　年内に看護学生らによる健康相談を実施（まずはテストで定期実施につなげたい）

●　年度内にスマホ教室の実施（それぞれの悩みにお答えする感じにしたい）

（　　　お米の小分け状況　　　）

6.活動写真

（簡単な説明文を記入）

7.今回の達成目標

（当初の事業計画書に記載

した目標）

8.現時点の目標達成度

（例：60%達成）
達成率70％

（　　ボランティアの皆さんと　　） （　　　食品配布状況　　　　　　）

（　　　　食品配布状況2　　　　　　　　）
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